
比叡
ひ え い

平
だいら

小学校
しょうがっこう

 生活
せいかつ

のやくそく  

 

 

（１）手洗
て あ ら

い 

  ○朝
あさ

学校
がっこう

に来た
き た

とき、給 食
きゅうしょく

の前
まえ

、そうじの後
あと

、トイレの後
あと

、その他
ほか

外
そと

から

帰
かえ

った後
あと

は、石
せっ

けんで手
て

を洗
あら

う。  

（２）服
ふく

そう  

 〇名
な

札
ふだ

をつけ、身
み

だしなみをきちんとする。  

  〇上
うわ

靴
ぐつ

（白
しろ

基
き

調
ちよう

）、体育館
たいいくかん

シューズ
し ゅ ー ず

（緑
みどり

ライン
ら い ん

）  

（３）登
とう

下
げ

校
こう

 

 〇８：００～８：１０のあいだに登
とう

校
こう

する。下
げ

校
こう

時
じ

刻
こく

も守
まも

る。  

 〇登
とう

校
こう

後
ご

は、先
せん

生
せい

の許
ゆる

しを得
え

ないで学
がつ

校
こう

外
がい

へ出
で

てはいけない。  

 〇登
とう

下
げ

校
こう

は、決
き

まった通
つう

学
がく

路
ろ

を通
とお

り、みちくさをしない。できるだけ複
ふく

数
すう

で帰
かえ

る。  

 〇登
とう

校
こう

中
ちゆう

、家
いえ

に忘
わす

れ物
もの

を取
と

りに帰
かえ

らない。放
ほう

課
か

後
ご

、学
がつ

校
こう

に忘
わす

れ物
もの

を取
と

りに行
い

かない。  

（４）あいさつ・言
こと

葉
ば

づかい 

 〇先
せん

生
せい

や友
とも

だち、お客
きやく

さん、地
ち

域
いき

の人
ひと

に「おはようございます」「こんにちは」のあいさ

つをする。  

 〇友
とも

だち同
どう

士
し

は、「さん」をつけて呼
よ

び（授
じゆ

業
ぎよう

中
ちゆう

）、正
ただ

しい言
こと

葉
ば

づかいをする。  

（５）あそび 

〇晴
は

れの日
ひ

は運
うん

動
どう

場
じよう

に出
で

てあそび、雨
あめ

の日
ひ

はあそび方
かた

を工
く

夫
ふう

する。また、池
いけ

や昇
しよう

降
こう

口
ぐち

前
まえ

 

   のアスファルト
あ す ふ ぁ る と

では遊
あそ

ばない。  

 〇休
やす

み時
じ

間
かん

終
お

わりのチャイム
ち ゃ い む

（予鈴
よ れ い

）がなれば、すぐに教
きよう

室
しつ

に入
はい

り学
がく

習
しゆう

の準
じゆん

備
び

をする。  

 〇教
きよう

室
しつ

や廊
ろう

下
か

でボール
ぼ ー る

・縄
なわ

あそびをしたり、走
はし

ったりあばれたりしない。  

 〇窓
まど

の外
ほか

に身
み

をのり出
だ

したり、観
かん

察
さつ

台
だい

にすわったりしない。  

 〇だいらっこの森
もり

は、「かいほう日
ひ

」しか入
はい

れません。  

（６）学
がく

習
しゆう

 

 〇学
がく

習
しゆう

では鉛
えん

筆
ぴつ

を使
つか

う。  

  （シャープペンシルやボールペン、マーカー、ロケット鉛
えん

筆
ぴつ

、折
お

りたたみ定
じょう

規
ぎ

などは禁
きん

止
し

。）  

 〇学
がく

習
しゆう

の準
じゆん

備
び

は、前
まえ

もって休
やす

み時
じ

間
かん

にしておく。5
５

分
ふん

休
やす

みは、遊
あそ

ぶ時
じ

間
かん

ではありません。 

  トイレ、お茶
ちや

休
きゆう

けいをしたら、学
がく

習
しゆう

の準
じゆん

備
び

をして自
じ

分
ぶん

の席
せき

で待
ま

つ。  

 〇学
がく

習
しゆう

中
ちゆう

は、聴
き

き名
めい

人
じん

の姿
し

勢
せい

で話
はなし

を聞
き

く。じょうぎなどの文
ぶん

房
ぼう

具
ぐ

で手
て

遊
あそ

びをしながら  

  話
はなし

を聞
き

かない。  

 



（７）給
きゆう

食
しよく

   

 〇給
きゆう

食
しよく

の前
まえ

には、必
かなら

ず手
て

を洗
あら

い、当
とう

番
ばん

は、帽
ぼう

子
し

・エプロン
え ぷ ろ ん

・マスク
ま す く

をつけて配
はい

膳
ぜん

する。  

 〇当
とう

番
ばん

だけでなく、給
きゆう

食
しよく

をもらう人
ひと

もマスクをつける。  

 〇食
しよく

後
ご

は必
かなら

ずブラッシングをする。（ コ ロ ナ 禍 の た め ５ 月 に 再 検 討 ）  

（８）そうじ（もくもくそうじ） 

 〇そうじは時
じ

間
かん

いっぱい最後
さ い ご

までだまって取
と

り組
く

む。はやく終
お

わっても場
ば

所
しよ

をはなれない。 

 〇床
ゆか

ぶきのぞうきんは、手
て

洗
あら

い場
ば

（一
いち

段
だん

低
ひく

くなっているところ）でバケツに水
みず

をためて洗
あら

う。 

（９）教
きよう

室
しつ

 

 〇机
つくえ

・いすを整
せい

頓
とん

し、電
でん

気
き

を消
け

し、カーテン
か ー て ん

を開
あ

け、窓
まど

・出
で

入
い

り口
ぐち

の戸
と

締
じま

りをして
かえ

帰る。  

 〇特
とく

別
べつ

教
きよう

室
しつ

を使
つか

うときは、先
せん

生
せい

、当
とう

番
ばん

、委
い

員
いん

長
ちよう

、クラブ
く ら ぶ

長
ちよう

やたてわり班
はん

長
ちよう

などが、  

  鍵
かぎ

の
あ

開け
し

閉めをする。
かぎ

鍵は
かつ

勝
て

手に
も

持ち
だ

出さない。  

（10）職
しよく

員
い ん

室
し つ

 

 〇職
しよく

員
いん

室
しつ

に入
はい

るときは、ノック
の っ く

をして、学
がく

年
ねん

と名
な

前
まえ

、どのような用
よう

事
じ

かを言
い

って入
はい

る。  

  用
よう

事
じ

がすんだら、「失
しつ

礼
れい

しました。」と言
い

って出
で

る。  

（11）廊
ろう

下
か

・階
かい

段
だん

・昇
しよう

降
こう

口
ぐち

 

 〇廊
ろう

下
か

や階
かい

段
だん

は右
みぎ

側
がわ

を静
しず

かにあるく。 

 〇階
かい

段
だん

を走
はし

ってのぼりおりしたり、手
て

すりをすべったりしない。 

 〇土
ど

足
そく

でみざらにのらない。また、ぬいだ靴
くつ

はきちんとくつ箱
ばこ

にいれる。 

（12）手
て

洗
あら

い場
ば

・トイレ 

 〇水
すい

道
どう

は、使
つか

ったらしっかり栓
せん

をしめ、手
て

洗
あら

い場
ば

にごみや砂
すな

、習字
しゅうじ

のすみを流
なが

さない。  

  〇トイレ
と い れ

は美
うつく

しく使
つか

い、コック
こ っ く

は手
て

で押
お

して水
みず

を流
なが

しておく。スリッパ
す り っ ぱ

をそろえてぬぐ。  

（13）体
たい

育
いく

館
かん

 

 〇休
やす

み時
じ

間
かん

に使
つか

う場
ば

合
あい

は、学
がく

年
ねん

のわりあてや使
し

用
よう

上
じよう

の約
やく

束
そく

を守
まも

る。  

 〇体
たい

育
いく

館
かん

シューズ
し ゅ ー ず

をはく。うわぐつとの区
く

別
べつ

をつける。 (休
やす

み時
じ

間
かん

も同
どう

様
よう

です。 ) 

 （全
ぜん

校
こう

の時
とき

は教
きよう

室
しつ

からはき、学
がつ

級
きゆう

やその他
た

のときは体
たい

育
いく

館
かん

の靴
くつ

箱
ばこ

ではきかえる。）  

 〇ステージ
す て ー じ

やギャラリー
ぎ ゃ ら り ー

にあがらない。  

（14）その他
た

 

 〇学習
がくしゅう

に必
ひつ

要
よう

のない物
もの

は持
も

ってこない。  

 〇ガラス
が ら す

をわったり、学
がつ

校
こう

の物
もの

をこわしたりしたときは、すぐに先
せん

生
せい

に連
れん

絡
らく

する。  

 〇習
しゆう

字
じ

でよごれた新
しん

聞
ぶん

紙
し

はごみ箱
ばこ

に入
い

れず、家
いえ

に持
も

ち帰
かえ

る。  

 

 


